
“ゴールデンな感動体験”
　永利美津枝（ながとしみつえ）さんとの出会い
は5年前にさかのぼる。「無農薬で黄金色のライム
を作っている人がいる」。そう教えてくれた知人の
声が耳に残って離れなかった。「黄金色に輝くライ
ム」そんなものがあるのか。居ても立ってもいられ
なくなった私は、早々に連絡をとり、畑のある佐賀
県上峰町（かみみねちょう）に車を走らせていた。
　秋も深まっていた2020年11月の後半、畑にはま
だ若 し々いライムの低木50本ほどが整然と並んで
いた。背丈は人の胸ほど、幹の太さはわずか5セン
チ。だが、鮮やかな緑の葉っぱに覆われたその姿
は力強い生命力を放っていた。
　葉の間から、黄金色に色づいたライムの実が、
陽光に照らされ輝いている。美津枝さんがその一
つをハサミで収穫し、ポンと手渡してくれた。やや
楕円形で、テニスボールとピンポン玉の中間ほど
のサイズの実は驚くほど滑らかだ。
　私はそっと鼻先に近づけた。シャープで鋭い香
りが飛び込んでくると構えていたが、裏切られた。
ふわりと漂う、柔らかで優しい香りに驚いた。
　そして、美津枝さんが手際よく輪切りにした1枚
のライムを口に含んだ瞬間、私の驚きはさらに増
幅した。ほどよい酸味とまろやかさ。これまで経験
したことがない味わいに脳が喜んでいるのを感じ
た。「これを読者さんにも味わってもらいたい」。素
直にそう感じたのを今でも覚えている。

　「ゴールデンライム」。美津枝さんは、このライム

をそう名付けていた。「ゴールデンは単に色がゴー
ルデンなだけではないんです。このライムを体験す
ることが特別な意味を持つ時間であってほしい。
味わった人の心にゴールデンな瞬間を残したい。
そんな思いで名付けました」。美津枝さんの言葉
を聞き、私自身がこの時すでにゴールデンな感動
体験の中にいたことを確信した。
　ただし、ライムの木は未だ成長途上。収穫量は
わずかだ。「十分な量が確保できるまで、最低あと
2年はかかると思います」。美津枝さんの言葉にう
なずくと、私は2年後を楽しみにじっくりと待つことを
伝え、その場を後にした。
　しかし、自然相手の農業。しかも無農薬栽培。
そう簡単にことが進まないことを頭では理解して
いたものの、この先の度重なる苦難をこの時は知
る由もなかった。

“子煩悩夫妻の就農”
　福岡県小郡市（おごおりし）。福岡県の中西部、
福岡県と佐賀県との県境に位置し、北は筑紫野
市、東は筑前町と大刀洗町、南は久留米市、西は
佐賀県鳥栖市と基山町に接している。南北に西
鉄大牟田線が走り、福岡市と久留米市の中間に
あることから宅地開発が進み、昭和から平成にか
け人口が増加。2010年に5万9000人を突破した
人口を今でも維持し続けている。
　一方で、市の中央部を南北に貫流する宝満川
を挟んで、西側の南部と東側に田園地帯が広
がっており、そこには農地とともに古くからの集落
が存在している。耕地面積は小郡市全体の4割を

超え、平坦で広い農地の特性を活かし、コメ、麦、
大豆、葉物野菜の栽培が盛んだ。

　1992年（平成4年）その地で、永利侑次（ゆう
じ）さん（現72歳）、美津枝さん（現69歳）夫妻は、
義理の兄と共同で28棟のビニールハウスを自ら建
設。サラダ菜の周年栽培で就農した。侑次さんは
トラックの運転手、美津枝さんは専業主婦。農業に
ついて何ひとつ知らなかった2人は基礎から農業
を学んだ。結婚10年目の転身だった。
　「今思うと、当時は考えが浅かったですね。農業
のことを安易に考えてました」。そう語る美津枝さ
んの表情には、静かな苦笑と深い反省があった。
　最初の3年間、2人は必死だった。当時9歳、7
歳、5歳の3人の子どもと過ごす時間を削り、夜明
けから日暮れまで農作業に明け暮れた。しかし、
家族の笑顔、家族の団欒を大切にする侑次さん
と美津枝さんには耐えられなかった。そもそも、な
ぜ農業を始めたのか、自問自答を続けた。
　3年後、2人はサラダ菜ハウス8棟を持って独立。
さらにビニールハウス12棟を自ら建設した。経済
的な負担は大きかったが、家族との時間を大切に
することを第一に考えた上で出した結論だった。
　「ハウスを建てる時、弁当を作って子どもたちも
一緒に連れて行ったんですよ。どこも遊びに連れ
て行けなくて……」「でも、子どもたちは勝手に遊
びまわってですね。楽しそうな姿を見て、ああ、よ
かったってホッとしたのを覚えています」。美津枝
さんのその言葉に、2人の子煩悩ぶりが微笑まし
く、私もほっこりした気持ちになった。

文：梶原圭三
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“RUSH FARM”
　その後2人の農園は、まるで子どもの成長に寄
り添うかのように少しずつ大きくなっていった。
2001年（平成13年）、ビニールハウス10棟を増設
し、水菜、小松菜の周年栽培をスタート。2003年
（平成15年）にはさらに10棟を増設し、合計40棟
にまで拡大した。
　そして2009年（平成21年）には、長年続けてき
たJAへの出荷をやめ、個人での出荷・販売に切り
替える決断をする。就農17年目にしての一大決心
であった。この時から「RUSH　FARM」という屋
号と馬のロゴを印刷した箱や袋に野菜を詰め、青
果市場や食品スーパーなどへ自ら販売に走る
日々が始まった。
　「RUSH FARM＝慌ただしい農園」。その名に
込めた想いを侑次さんはこう伝える。「最初は、で
きる事なら家族を楽させてやりたいと思って農業
を始めました。お恥ずかしい話ですが、始めたて
の私達には知識も経験も力もありませんでした。農
家として最低限何ができるのかを考えた時に、馬
車馬のようでいいから必死になって働こうと思い、
この慌ただしい農園という意味の名前と馬のロゴ

を作りました」。
　侑次さんはこうも続ける。「本当の幸せは決して
余裕がある事や自由な事だけではなく、がむしゃら
に情熱をそそぐ事にどれだけ出合うか。それもひと
つの幸せの形だと考えています。新しい事をやろ
うとすると大変なエネルギーを必要としますが、誰
かの笑顔を想像し、お役に立つことで初めて報わ
れる気がします」。
　その想いは、RUSHの4文字に込められた理念
にも刻まれている。

Renovation ＝ 再開発
Useful ＝ 役にたつ
Smile ＝ 笑顔
Happy ＝ 幸せ

　侑次さん、美津枝さん夫妻らしい、実に真っ直
ぐであたたかな言葉だ。そして、この後に続くゴー
ルデンライムやハーブティーの物語は、まさにこの
理念そのものと言っていい。苦労と挑戦、そして笑
顔によって紡がれるストーリーは、世代を超えて続
いていくのだ。

　こうして、農業初心者であった侑次さん、美津
枝さん夫妻は、様々な苦労と苦難を乗り越えて、ゼ
ロから立ち上げた農業で子ども3人を立派に育て
上げた。しかし、RUSH　FARMの物語はまだ始
まったばかりであった。
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